
2026 年度 PTA 定期総会議事 
 

 

１．PTA 会長挨拶 

 

2025 年度の PTA 活動は、本部役員と学級委員、そして会員の皆様のご活躍によ

り、１年間取り組むことができました。 

また、学校側との対話も、友好的に行なえました。教職員の皆様に感謝申し上

げます。 

今年度は皆様の時間を尊重し、例年 4 回の運営委員会を 3 回に集約して実施い

たしました。回数を絞ることでより密度の高い対話が生まれ、持続可能な PTA

への確かな一歩を踏み出せた 1年であったと感じております。 

先日の卒業式では、色とりどりの袴に身を包んだ生徒たちの姿が印象的でした。

定番にとらわれないその鮮やかさは、まさに今の「多様性の時代」を象徴して

います。PTA もまた、多様な背景を持つ私たち保護者一人ひとりが主役となり、

それぞれの色で輝ける場所でありたいと強く実感いたしました。 

この 1 年、私と共に伴走してくださった本部役員（副会長・書記・会計）の皆

様、そして現場で汗を流してくださった各委員の皆様に、心より感謝申し上げ

ます。皆様の支えがあったからこそ、私自身も「ランニング」という新しい挑

戦を楽しみながら、この大役を完走することができました。 

私は 2026 年度も、3 年目となる会長職を務めさせていただきます。就任当初に

掲げた「PTA とは何か？」という問い。その正体は、特定の形ではなく「対話

を通じて、みんなが心地よい居場所を創り続けるプロセスそのもの」だと、今、

確信しています。 

新年度も、いくつかの新しいチャレンジを考えています。時には意見が分かれ

ることもあるかもしれませんが、対話を諦めず、多様な視点を混ぜ合わせるこ

とで、さらにサスティナブルで魅力的な組織を目指します。 

「みんなが主役」の精神で、新しい 1年も共に歩んでいきましょう。 

1 年間、本当にありがとうございました。 

 

本年度も引き続き、会員・教職員の皆様のご助力を賜りますこと、宜しくお願

い申し上げます。 

 

2024 年度・2025 年度・2026 年度 PTA 会長 松本聡尚 


